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123高専生による「国語」への逆照射　―メディアを媒介としたアンソロジーづくり―（永瀬）
１．はじめに



































































































































































































































































































PDFにて提出された詩は，1組であれば 1組のもの全てを A3用紙 1枚に対して 8篇となる形で
縮小し，印刷したものを全員に配布した。PC室上では，提出されたカラーのまま閲覧することが
出来たが，実際にアンソロジーを作成するのに用いたのは，モノクロのものである。そのうえで，



















































































































































































































 8 教科書として使用していたのは『高等学校国語総合 現代文編』（三省堂，2012年検定済）である。採録されていた
詩は三好達治「甃のうへ」，萩原朔太郎「死なない蛸」，新川和江「サフラン」，石垣りん「崖」の計 4篇である。
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